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１．はじめに 

 リーダビリティー（読みやすさ）の判定は、弱読者のための文章を執筆・選別するとき

に役に立つ判定で、日本語母語話者のための読みやすさに関する研究は近年大きな成果を

あげている。しかし、母語話者にとって読みやすいものは、必ずしも日本語学習者にとっ

ても読みやすいとは限らない。そこで本稿では、日本語学習者にとっての読みやすさを探

るために、中級読解教科書に掲載された文章と、その原文からなる小規模コーパスを分析

し、教科書著者が文章を読みやすくするために、どのようなストラテジーを使い、テキス

ト内のどの要素を言い換えたかを考察する。 

 

２．読みやすさに関する研究 

 日本語母語話者のための読みやすさに関する研究は、英語のリーダビリティー研究(Flesch 

1948 など) の影響も受け、文章の測定可能な要素（文の長さ、高頻度語彙の割合など）か

ら、その文章の難しさを判定する難易度算定公式を開発してきた(森岡 1952、阪本 1964、建

石ら 1988、佐野・丸山 2008、柴崎ら 2008、柴崎・玉岡 2011 など）。柴崎らのリーダビリテ

ィー測定公式を用いたシステムはインターネット上公開されており1、実用化されている。

近年、コーパスに基づいた統計的な言語モデルを用いたテキスト難易度推定システム（近

藤ら 2008、佐藤 2011）も構築、公開されており2、日本語母語話者（特に若年者）にとって、

特定の文章がどのぐらい読みやすいか、日本の学校のどの学年の文章に近いかを測ること

が簡単にできるようになった。しかし、Hmeljak-Sangawa(2009)において指摘されているよ

うに、これらの測定・推定システムは、特にやさしい文章を測定する際、その表記、特に

文章に含まれている教育漢字とひらがなの割合に大きく左右されるもので、標準表記で書

かれている日本語学習者用のテキスト、特に初級・中級用の文章レベルを測定・推定する

には限界がある。 

 日本語学習者にとっての読みやすさに関しても、これまでに多くの研究が行われてきた

が、研究の焦点は文章の一側面に限定され、その一側面における文章難易度を測定・推定

したものが多い。例えば、川村(1999)、川村ら(2008)、北村ら(2009)などの一連の研究は語

彙に着目し、日本語能力試験出題規準、語彙親密度などの語彙難易尺度を用い、その尺度

にそって文章に含まれる語彙の割合を基に文章の読みやすさを判定する。難構文に着目し

た研究もあり、水嶋ら(2011)は中止法，名詞修飾節，主格省略の検出を、竹井ら(2005)はゼ

ロ代名詞（語句の省略）の検出と明示化を、中村ら(2012)は主格省略文の検出を提案してい

る。また、日本語能力試験読解問題における日本語能力試験出題規準の語彙含有率を測定

した研究(柴崎・李 2010)、および学習辞書のための分かりやすい用例を選別するために、語

彙、文型、構文（連体修飾説、複雑な係り受け構造など）の難易度測定システムを提案し

た研究（小林ら 2007、水野ら 2008、吉橋ら 2007、Hazelbeck ら 2009) もあげられるが、日

本語学習者にとっての読みやすさ、読みにくさの要因はまだ総合的に十分明らかにされて
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いない。 

 そこで本研究では、日本語学習者にとって難読と思われる要素を探るために、日本語ベ

テランである日本語教科書の著者が自らの日本語教育の経験に基づき書き換えた文章を分

析・調査した。 

  

３．データ 

 今回の調査で使用したデータは、産能短期大学日本語教育研究室編の『日本語を楽しく

読む本・中級』におさめられている２種類の文章、すなわち、想定されている中級日本語

学習者のために書き換えられた読解用のテキスト（以下これを書き換え文と記述）と、そ

の原文である。この教科書を調査対象にしたのは、原文と書き換えた文章の両方を掲載し

た数少ない資料だからである。また、中級の教科書に着眼したのは、初級教科書の読み物

には学習者用の書き下ろし（語彙・文型・構文を極端に制限した文章で、場合によって母

語話者に違和感さえ与える文章）、上級教科書の読み物には日本語母語話者用に書かれた生

教材が多く使われるのに対し、中級教科書では、日本語母語話者のために書かれた文章を

日本語学習者に読みやすいように書き換えられた文章がよく利用されるからである。この

ような日本語学習者用の書き換え文と母語話者用の原文の比較からは、日本語学習者に特

有な難読要素が得られると考え、その比較を行った。 

 調査した教科書は９つの章に分かれており、以下の読み物が掲載されている。 

 

表１：分析資料の概略 

章 テキスト題名 文字数 出典 

  書換文 原文  

1 禁酒 449 352 『月刊アサヒ』1989年 6月号、朝日新聞社 

2 いつもとちがう 682 527 『ポケットジョーク９トラベル』植松黎編訳、角川書店 

3 賢い農夫／百姓 1327 1285 矢崎源九郎『世界の民話』社会思想社 

5 振り向き賃 526 909 深田祐介『ちょっといい旅いい話』ジャルパック出版 

6 ママ、手が凍るんだよ 

行康君、手すり変わるよ 

707 

829 

702 

922 

朝日新聞 1985年 2月 20日朝刊 

朝日新聞 1985年 3月 1日朝刊 

7 みんなって何人？ 1277 2640 斉藤勇『人間関係の分解図』誠信書房  

8 握手１ 

握手２ 

1147 

851 

2408 

1199 

阿部謹也『逆光のなかの中世』日本エディタースクール 

樋口清之『日本の風俗の謎』大和書房  

9 趣味 1219 1972 守屋毅『日本文明 77の鍵』（梅悼忠夫編）創元社 

 合計： 9014 12916  

 

 教科書の前書きによると、450〜600 時間ぐらい勉強し 3500〜5000 語程度の語彙を学習し

ている中級レベルの日本語学習者を想定し、自作の語彙リストに基づいて 3500 語程度のレ

ベルを標準として、原作を書き換えたということである。語彙以外の書き換えの基準につ

いて言及していないということからは、この教科書の著者は、多くのリーダビリティー研

究と同様に、語彙が読みやすさの最も重要な要素だと考えていることが窺える。 

 

４．分析方法 

 原文と書き換え文を電子化し、JDiff X (Matsumoto 2010)というソフトウェアを用いて

テキストの対を比較した上で、検出された相違を表計算ソフトに入力し、それぞれの書き

換えの種類、レベル（語彙、構文、談話など）と書き換え内容の記述を付与した。一つの

文の中で複数の書き換え（相違）が確認された場合、それぞれの書き換えを別項目として
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記述した。例えば、第 1章の読み物「禁酒」には次の原文(1)と書き換え文(2)があった。 

 (1-原文) 「亡くなった飲み友だちと約束してね、僕が飲みに行くときは、必ずオレの分

も注文して飲んでくれという遺言を実践しているんだ」 

 (2-書き換え文) 「先週、僕の親友が亡くなったんだが、彼が亡くなる前に約束してね」 

 「はあ」 

 「僕が飲みに行く時は、必ず、彼の分も注文して飲むということになったんだ。それで、

その約束を実行しているってわけさ」 

 上記の原文と書き換え文を比較した際、次の相違（書き換え項目）が確認された。 

 ・統語構造の単純化：「亡くなった飲み友だち」という連体修飾節から「親友が亡くなっ

た」という単文への書き換え、「オレの分も注文して飲んでくれという遺言」という修飾節

から「…彼の分も注文して飲むということになったんだ。…その約束を…」という文への

分解 

 ・談話構造の単純化：「僕が飲みに行くときは、必ずオレの分も注文して飲んでくれとい

う遺言を[僕が]実践している」という短い複文の中で、主語が「僕」から「オレ」、そして

また「僕」へと変わることを避け、「僕」への統一 

 ・談話構造の明示化：会話場面を意識させる相づち「はあ」の挿入 

 ・意味的な明示化：「先週」の挿入による時間設定の明示化、「飲み友だち／親友」の属

性を明示化する「僕の」の追加 

 ・語彙的な単純化：口語的な代名詞「オレ」の代わりに「彼」、低頻度語彙の「飲み友だ

ち」の代わりにより広い意味の「親友」、「遺言を実践」の代わりに「約束を実行」への書

き換え 

 ・文型の明示化：「しているんだ」の中で、広い用法範囲をもつ「んだ」の代わりに、説

明に使う「ってわけ」を使い「しているってわけさ」への書き換え 

 ・文字レベルにおける明示化：単語の境界が明確でないひらがなの連鎖「行くときは」

から、初級レベルで習得される漢字「時」への書き換え 

 ・句読点による統語構造（境界点）の明示化：「必ず」という副詞の後に読点の挿入 

 このように原文と書き換え文の相違を記述した結果、815 項目の相違リストが得られた 

 

５．書き換え項目の分析 

 以上のような分析によって得られた相違項目は、三つのストラテジー、すなわち単純化、

明示化、標準化に分類できる。これらのストラテジーは、複数レベルで確認された。 

５.１ 単純化 

 このストラテジーはもっとも多く確認され、96 の削除を含み、472 の単純化の例が確認

された。 

 ・文字表記においては、低頻度漢字から平仮名への書き換え（尋ねた→たずねた、土産

→おみやげ、嫌がります→いやがります、石鹸→せっけん、挨拶→あいさつ、など） 

 ・語彙においては、低頻度内容語の書き換え（誰しも→多くの人が、奇怪／珍奇な→珍

しい、 育種学→植物学、事柄→こと、食糧→食べ物、受容する→受け入れる、大衆化し→

広がり、一覧表→リスト、かたっぱしから→何でも、絆→関係、帰宅した→家に帰った、

など）または定義や説明の追加（古典→昔の文学作品、利己的遺伝子の乗り物→利己的遺

伝子［ふりがな：セルフィッシュジーン］の乗り物［ふりがな：ヴィークル］）；また、機

能語の書き換え（のみ→だけ、かならずしも...というわけではない→ばかりではない、...に

せよ...にせよ→例えば、すら→も、...V られっぱなしで→その間...V られていて、など） 

 ・文法においては、口語的な文型、または硬い口調から、初級で学習される文型への書

き換え（会社を出→会社を出て、言わずに→言わないで、同じく→同じように、みせねば

ならない→みせなければならない、など） 

 ・統語においては、長い文、複文の分解が多く見られた（彼女はあわてて手の甲をぬぐ

って私に右手の甲をさし出し、お互いの右手の甲を合わせて握手の代わりとしたことがあ
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った。→彼女は急いで手の甲をふいて右手の甲を差し出した。お互いの右手の甲を合わせ

て握手の代わりにしたことがあった。）（この実験は、人が集団の圧力を感じ、集団に従お

う、あるいは従わざるをえないというような気持ちになるのは、三人以上であることを明

らかにしています。→この実験から、次のようなことがわかります。私たちが、集団の圧

力を感じて他の人と同じ意見を言うようになるのは、３人以上の人が同じことを言った時

であること） 

 ・談話構造において主題移行を避けた主題の統一（王さまは…、大臣たちが集まったと

き、王さまは…→…お城に帰ると、大臣たちを集めて、王さまはこう言いました） 

 単純化の極端な例である削除も、さまざまなレベルにおいて確認された。 

 ・モダリティー表現の削除（どうも土産が足りない→おみやげが足りない） 

 ・アスペクト形式の削除（捨ててしまいます→捨てます） 

 ・意味上、付随的な情報の削除（林野庁業務部販売推進室長羽賀正雄さん→林野庁業務

部の羽賀正雄さん、越後からやってくるたび東京の街なかで→東京に出てくると、法則の

基礎知識をもっていた→法則を知っていた、など） 

５.２ 明示化 

 明示化の例も多く、203 の例がさまざまなレベルで確認された。 

 ・意味的な明示化、例えば設定の明示（ある男が、バーのカウンターにすわった。→あ

る男が、バーのカウンターにすわった。はじめての男だった）、より具体的な表現の使用（と

うとう→次の日、連絡をとった→電話をした、こいつ→この客、やっている→経営してい

る） 

 ・漢字表記による曖昧さ解消と単語境界の明示化（いっている→言っている、もってい

る→持っている、よんで→呼んで、など） 

 ・境界の明示化も多く（70 項目）、もっとも多いのが句読点や括弧の挿入による単語境界

の明示化（二十年間もうちのスープ→もう 20 年も、うちのスープ；男はそれからもときど

き→男は、それからも、ときどき；実際手は→実際、手は；三人というのはみんななので

す→３人というのは「みんな」なのです）、または句読点挿入による文節境界の明示化（い

ったいどうしたというんですか？→いったい、どうなさったんですか）、次に多いのが句読

点の挿入や段落分割による統語構造の明示化 

 ・統語的な明示化は、省略されていた主語等の挿入（手袋は、滑ってしまうから、つけ

てはいかれない→手袋をすると滑ってしまうから、手袋をすることはできない）、自動詞か

ら動作主語が明確な他動詞（一杯目が終わったら→一杯目をお飲みになったら）、「の」を

使った複合名詞の分割（現代日本→現代の日本、遺伝法則→遺伝の法則、など） 

 ・結束性の明示化、指示詞の追加（その結果が図です→その結果が、上の図です） 

５.３ 標準化 

 ３つめのストラテジーは、単純化に類似するストラテジーだが、低頻度要素（語彙・文

型）を高頻度要素に書き換えた単純化項目のに対し、標準化と分類した項目は、初級で学

習しない口語的、または硬い、あるいは特殊な文体要素を、中性的な要素に書き換えた例

である。 

 ・表記において、標準的な句読点や括弧への書き換え（ですか？→ですか。；《皆様の...

いただきます》→『みなさんの...いただきます』） 

 ・時制の統一（過去形で書かれた文章の中で：されるのは→されたのは） 

 ・文体の統一（すべての文を「です・ます体」、または全ての文を普通体へ） 

 ・口語表現や方言などの特殊な文体から標準表現への書き換え（飲まなくったって→飲

まなくても、話さん→話さない、ようがす→わかりました、など） 

 ・漢数字からアラビア数字への統一（百枚→100枚、十二時→12時、十七世紀→17世紀  六、

など）；これは、原文の縦書きから教科書の横書きへの変換によるものと思われる。 

５.４ その他 

 数例においては、書き換えの目的が確認できなかった。例えば、タイプミスと思われる
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例（追っかけてきます→追っかけてきてます）、非標準的な句読点（そうですか。わかりま

した。→そうですか、わかりました。）のような書き換えが数例あった。 

５.５ 結果のまとめ 

 このように、書き換えを分析した結果、さまざまなレベルにおいて、複数のストラテジ

ーが確認された。それぞれの書き換えの例をレベルでまとめると、表２のようになり、 ス

トラテジー別にまとめると、表３のようになる。 

 

表１ レベル別書き換え例の数と割合  表３ ストラテジー別書き換え例の数と割合 

レベル 例数 割合 

 

ストラテジー 例数 割合 

表記 175 21% 単純化（その内、 

削除の例が 96） 
472 58% 

句読点 56 7% 

内容語 193 24% 明示化 203 25% 

機能語 44 5% 標準化 (その内、 

数字表記統一例が

80) 

128 16% 
語彙＋統語 167 20% 

活用形 20 2% その他 12 1% 

モダリティー 18 2% 合計 815 100% 

統語 42 5% 

 

意味 45 6% 

結束性 10 1% 

談話 33 4% 

文体 12 1% 

合計 815 100% 

 

６．考察 

 中級日本語教科書において学習者用に書き換えられた文章をその原文と比較した結果、

単純化の例、特に教科書の前書きにも明記されており、先行研究でも頻繁に取り上げられ

ている低頻度語彙から高頻度語彙への置き換えという単純化の例は多かったが、他のスト

ラテジー、他のレベルにおける書き換えも多く確認され、それらの書き換えは日本語学習

者にとって難読だと思われる要素を暗示している。 

 

７．まとめ 

 本研究では、日本語母語話者のリーダビリティー研究に対して、日本語学習者にとって

の読みやすさの要因を探るために、中級日本語教科書のために書き換えられた文章と、そ

の原文となる日本語母語話者用の文章を比較し、その相違を分析した。その結果、母語話

者にとっても読みにくいとしばしば指摘される低頻度語彙、長くて複雑な文が書き換えら

れたことが確認され、この要素に関しては母語話者と日本語学習者の共通難点が認められ

たが、同時に、日本語母語話者の幼児にとって簡易であろうと思われる口語的な要素、漢
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語からカタカナ語への書き換えなど、日本語学習者に特有な制限に起因すると思われる書

き換えの例も確認された。これは、日本語学習者用のリーダビリティー研究の必要性を暗

示している。今回の分析は 1 冊の教科書における書き換えに限定したので、より一般的に

有効な日本語学習者のための読みやすさの要因と、リーダビリティー判定への応用の可能

性については、更なる研究が必要である。 
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